
平成２８年度 府立鴨沂高等学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン） （ 計画段階 ・ 実施段階 ）

学校経営方針（中期経営目標） 昨年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）
本校の教育方針に則り、教職員が相互に連携し、生徒一人 １ 学校改革が継続的に進められ、着実に成果をあげつつあ １ 全ての教職員が関係情報を共有し、共通認識のもとで学校

一人の特性を生かす教育指導を積極的にすすめることにより、 るが、今後さらに充実させる必要がある。 運営に参画する「チーム鴨沂」を目指す。
自ら学び、自ら考え、自ら行動する心豊かな生徒を育てる。

２ 総じて落ち着いた学習・生活環境が維持できているが、 ２ 高校生として基本的な社会性を身につけさせ、かつ自律的
１ 基礎基本を徹底するとともに活用する力を育成し、生徒 今後は、個々の生徒の課題に対してよりきめ細かな指導を な行動がとれる能力を養う。
全員の学力を向上させる。 充実させることが重要である。望ましい学校生活、家庭生

活を確立させる指導について、分掌間の連携に課題がみら ３ 質の高い学力を身につけさせるため、授業の質の向上を目
２ 文化・芸術に対する関心を高め、豊かな人間性をはぐく れる。 指した授業改善を積極的に行う。
む。

３ 生徒の希望進路の実現のため、進路指導部、学年、教科 ４ より高い進路目標にチャレンジさせるとともに、生徒の将
３ ３年間を見通した進路指導計画に基づいて、進路希望の の連携による個別指導を強化し、一定の成果を得た。より 来の社会的・職業的自立のためのキャリア教育の質を向上さ
実現を図る。 高い進路目標にチャレンジさせる指導と、それを実現でき せる。

る学力をつけさせる指導を充実することが必要である。
４ 社会の変化に対応し、より良い社会の構築に貢献できる
力をはぐくむ。

評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 No 評 価 成果と課題
組織・運営 ◇役割分担を明確にするとともに教職員間の連携を深め、組織 ◆分掌相互の連携を一層深め、全ての教職員が共通認識のも １

的な学校運営を図る。 とで学校運営に参画する。

◆担任と副担任の連携を強化し、副担任の学級への関わりを深 ２
めることにより、学校全体で個々の生徒と向き合う教育活動を
推進する。

◆校務システムを活用し、教職員間の情報共有を推進する。 ３

◇地域から信頼される学校づくりを行う。 ◆各種会議の役割を明確にし、会議を効率的に運営すること ４
により、教職員が生徒に向き合う時間の確保を目指す。

◆授業時間数の確保に向けた取組を一層推進する。 ５

◆その時々の成果と課題を分析し、外部の意見を積極的に取 ６
り入れた学校運営を行う。

◇教職員と事務部との連携を強化し、府民ニーズに迅速・ ◆教職員一人一人が創意工夫を凝らし、生徒、保護者、地域 ７
的確に応える。 の満足度向上に努める。

◆生徒・保護者・府民に対して、丁寧な窓口業務・電話応対 ８
に努める。

学習指導 ◇教科指導力を向上させる。 ◆教科主任会議を定例化し、教務部・進路指導部と教科との連 ９
携を密にすることにより、質の向上を目指した授業方法の工夫・
改善に努める。

◇生徒個々の実態に応じた指導により、原留・転学・中退 ◆授業規律の確保に努める。 10
を減少させる。

◆課題のある生徒についての情報を全教職員で共有し、進 11
級・卒業に向けた的確な指導を行う。

◆宿題等、家庭で学習すべき内容を具体的に提示したり、小 12
テストを実施したりすることにより、家庭学習習慣の定着を
図る。



◇生徒の学習意欲を向上させる。 ◆検定受検やコンクールへの応募など目標を定めさせたり、 13
発表の機会を設定したりすることで主体的に学習する姿勢を
養う。

◆校内ネットワーク環境を整備し、授業におけるICT活用を 14
推進する。

◇言語活動に関する能力の向上を図る。 ◆ＩＣＴを活用したり生徒の学習成果を発表させるなどして、 15
生徒が主体的に学ぶことを通して、読解力・表現力の向上を目
指す。

◆図書館機能を充実させ、授業で積極的に利用したり、図書委 16
員会活動を活性化したりすることにより、生徒の図書館利用を
促す。

◇文化・芸術活動を推進する。 ◆文化・芸術教育を充実させ、豊かな情操を養う。 17

◆地域の特性や伝統文化の学習を通して、豊かな感性と我が 18
国の文化や伝統・芸術を尊重する態度を育成する。

生徒指導 ◇基本的生活習慣と望ましい生活規律の実践を通し、規範 ◆服装、頭髪、装身具等の身だしなみに関する指導を日常的 19
特別活動 意識の確立と自律的生活を送る資質を向上させる。 にすすめる。

◆登校時の立番指導を実施し、あいさつ交換によるコミュニ 20
ケーション活動の活性化を図るとともに、自転車通学に関し
自他共に安全な走行ルール・マナーの徹底に努める。

◆校内における携帯端末等の使用ルールについて理解を深め 21
させ、その取扱いの徹底に努める。

◇生徒の自主的活動をより活性化させる。 ◆新入生歓迎行事を活用するなどして、部活動加入率をより 22
一層高めるとともに、日常的に活発な活動ができるよう支援
する。

◆ホームルーム活動・学校行事・部活動への積極的な参加を 23
促し、集団の一員としての自覚や行動に対する責任感を育成
する。

◆生徒会本部への指導を定期的に行い、自主的活動の運営に 24
責任を持って取り組めるよう指導する。

進路指導 ◇生徒の希望進路の実現に向けた取組を推進する。 ◆進路に対するより高い展望を早期から持たせ、的確な進路 25
情報を提供すると同時に、計画的・系統的な進路指導を行う。

◆各学年・分掌・各教科の連携を図りながら、各種模擬試験 26
や進学補習等へ積極的に参加する姿勢を育成する。

◆職場体験を充実させるなど、生徒の将来の社会的・職業的 27
自立のためのキャリア教育の質を向上させる。

人権教育 ◇自他の生命や人権尊重の立場を明確にし、社会の一員として ◆ＳＮＳを活用する際の人権に関する意識のあり方や取扱いに 28
の自覚と行動ができる力を育成する。 ついての理解を深めさせる。

◆いじめアンケートの実施により、その実態把握に努めるとと 29
もに、「暴力・いじめ」を絶対に許さない気運を醸成する。

◆日常的に人権の意味を問う機会を大切にし、人としての行 30



動を学ばせるとともに、他人に配慮する姿勢を身につけさせ
る。

主権者教育 ◇選挙権年齢 18歳以上に引き下げに対応し、主体的に社 ◆各学年部と連携し、計画的かつ効果的な主権者教育を実施 31
会に参画する能力を育成する。 する。

特別支援 ◇特別支援教育活動を充実させる。 ◆課題がある生徒についての実態把握と教職員間の共通理解に 32
努め、個に応じた適切な支援を行う。

◆教職員研修などを通して、特別支援教育に対する教職員の 33
意識を高め、支援のための知識を深めるよう努める。

健康・安全 ◇生徒が心身共に健康で安全な学校生活を送ることが出来 ◆非常災害等に対する学校の危機管理について、日頃から対応 34
教育 るよう、環境を整える。 できるように教職員の共通理解を深める。

◆適切な保健管理、保健指導、安全教育を保護者や外部機関 35
と連携して行う。

美化教育 ◇生徒が快適に学習活動を行うことができるよう、校内美 ◆生徒が日常の清掃活動を通じて環境や美化に対する意識を 36
化に努める 高められるよう努める。

◇施設・設備を整備・充実させる。 ◆施設設備の改修等の課題について、必要性等と予算との関 37
教育環境の 連などから費用対効果を勘案し施工していく。
整備

◆各種工事は、生徒の安心・安全を最優先に、学校経営に支 38
障のないよう早急に対応する。

◇修学援護制度を周知し、活用できるよう支援する。 ◆就学支援金制度や各種の修学援助制度について周知徹底を 39
図るとともに、家計急変生徒等に対しても当事者意識をもっ
て、タイムリーな制度活用に努める。

◇新校舎の施設・設備が充実したものとなるよう準備を進 ◆図書・情報に関する施設・設備の充実のために、積極的な 40
める。 意見交流を行う。

◆京都府教育委員会と連携し、校舎改築に適切に対応する。 41

家庭・地域 ◇広報活動を充実し、学校の情報を迅速に提供する。 ◆ホームページの更新や広報紙の発行に積極的に取り組み、最 42
社会との連 新の情報を発信する。
携

◇外部の人材を活用して教育活動を活性化する。 ◆外部機関との連携を深め、専門的な学習を推進する。 43

学校関係者
評価委員会
による評価

次年度に向
けた改善の
方向性


